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平
成

5
年
度
補
正
予
算
な
ど

四
議
案
を
可
決
・
承
認
・
同
意

平
成
5
年
第
ア
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
口
月

刊
日
日
か
ら
幻
自
ま
で
の
刊
日
間
に
わ
た
り
聞
か
れ
ま

し
だ
。
議
会
で
は
、
平
成
5
年
度

一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
旬
議
案
、
か
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
可
決

・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

の

概

要

。
平
成

5
年
度
補
正
予
算

O
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号）

2
4
5、
1
7
1
千
円
を
追
加
し

総
額
を
8
、
1
2
6、
2
0
2
千
円

と
し
た
。

〈
補
正
の
主
な
も
の
v

－
人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
給
与

改
定
分
8
、
1
1
2
千
円

・
道
路
・河
川
災
害
復
旧
世
7
6
、

3
8
6
千
円

－
街
路
事
業
（
泊
駅
前
）

7
2、8

6
2
千
円

・
町
民
農
園
強
備
卒
業
（
問
地
質

な
お
、
議
案
秘
炎
の
過
胞
に
お

い
て
次
の
要
望

・
山払
U
凡
が
あ
リ
ま

’し
た
。

総
務
課
関
係
で
は

1

N
T
T
川
明
日
支
店
の
廃
止
に

仰
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
き

た
さ
ぬ
よ
う
要
請
さ
れ
た
い
。

2

固
定
資
産
め
評
価
伴
え
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
の
税
負
仰
に
急

激
な
上
昇
を
生
じ
な
い
よ
う
留
意

t
j
l

、
，－、
。

A
F

、・十A
9
f
、
ov

3

4
業
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、

全
体
的
な
構
想
を
提
不
し
、
議
会

と

i
分
五
述
燃
を
は
か
り
な
が
ら

進
め
ら
れ
た
い
。

教
育
委
員
会
関
係
で
は

－

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
管
埋

迎
併
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
か
っ

効
率
的
主
年
間
計
画
、
町
外
の
訪

客
を
含
む
計
画
を
立
て
ら
れ
た
い
。

一九戸

司，L
．

収）

4
5、
7
0
8
千
円

－
老
人
ホ

l
ム
入
所
指
置
事
業
5
、

2
7
4
千
同

－
さ
み
さ
と
小
学
校
校
歌

・
校
旗

作
成
、
開
校
式
典
等
7
、2
0
0

千
円

O
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号）

4
、8
6
7
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
l
、1
3
1
、9
7
0千
円
と

し
た
。

・
補
正
の
主
な
も
の

老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
を
、

1
1、3
l
5千
円

減

傾

高

額

療
養
費
負
胆
金
3
、5
0
6
千
円

環
境
厚
生
委
員
会

建設中の文化体育センター

付
託
さ
れ
て
お
り
ま
す
企
業
件

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
奈
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
料
に
お

い
て
、
次
の
一
安
望

・
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

あ
さ
ひ
総
合
病
院
関
係
で
は

－

忠
者
数
の
減
少
に
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
が
、
医
療
機
関
の
競

争
の
中
に
あ
っ
て
、
他
の
病
院
よ

り
催
れ
て
い
る
点
を
研
究
し
、
こ

れ
を
伸
ば
す
努
力
を
し
、
「あ
さ
ひ

総
合
病
院
で
な
け
れ
ば
」
と
い
う

軒
徴
を

F
R
さ
れ
た
い
。

備
品
購
入
費
5
2
0
千
円
追
加

。
笹
川
診
療
所
な
ど
四
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号）

1
2
、3
9
4
千
円
を
迫
加
し
、

総
額
を
7
0、
4
8
9
千
円
と
し

d
r
h

。

＠
条
例
改
正
等

O
朝
日
町
の
職
員
の
給
与
に
闘
す

る
条
例
一
部
改
正
の
件

－
朝
日
町
の
職
員
の
給
与
を
、
人

事
院
勧
告
に
伴
い
平
均
2
・0
5

%
を
、

5
年

4
月
1
日
か
ら
引

き
上
げ
る
案
件

O
朝
日
町
家
庭
奉
仕
員
の
手
数
料

条
例
一
部
改
正
の
件

・
朝
日
町
が
家
庭
奉
仕
員
を
派
遣

し
た
場
合
の
手
数
料
の
一
部
改

正
O
町
道
路
線
の
認
定
の
件

・
弥
生
町
大
屋
線

・
清
水
町
束
事

野
線
を
町
道
に
認
定
す
る
案
件

＠
人
事
案
件

O
朝
日
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
を
選
任
す
る
た
め

同
意
を
求
め
る
件

・
朝
日
町
笹
川
1
、
1
0
2番
地
、

勝
田
義
雄
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意

O
人
権
擁
護
委
民
候
補
者
を
推
せ

ん
す
る
た
め
意
見
を
求
め
る
件

．
朝
日
町
南
保

3
2
1
6
番
地
、

下
坂
雄
昭
氏
を
推
せ
ん
す
る
，｝

と
に
同
意

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
お
リ
ま
す
全
案
件

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
お
リ
ま
す
全
案
件

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
紅
に
お

い
て
、
次
の
嬰
望

・
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

－

激
動
と
出
迷
の
時
代
に
あ

っ

て
明
時
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
十

分
な
現
状
認
識
に
仁
川
L

脚
し
た
予
算

制
成
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

E

た
び
た
び
被
災
し
て
い
る
朝

日
慌
に
つ
い
て
は
、
一
脳
同
も
挟
〈

老
朽
化
し
て
い
る
現
状
に
銃
み
、新

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決

・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
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口
同
議
会
で
は
、
7
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
別
件
の
代
表
・
一
般
質
問
、か
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

町
長
一砿
改
選
期

雪
国
羽

町
長
の
決
意
は

雲
田
代

ど
う
か

町
民
主
2
引

8
午
斤
－
く
二
わ
た

』

J

l

l
’

J
j

l

J
j

リ
町
政
を
先
頭
に
じυ一
勺
て
精
力
的

に
展
開
さ
れ
、
こ
の
間
、
町
民
と

刈
ぷ
を
兎
ね
な
が
ら
作
氏
本
位
の

町
政
の
推
進
に
努
力
さ
れ
、
各
併

の
大
州
1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
靖
子
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
町
民
は

米
年
度
以
降
も
継
続
し
て
町
政
を

初
当
し
て
い
た
だ
け
る
と
刷
っ
て

お
り
、
改
選
期
を
持
、
え
て
の
決
意

を
何
い
ま
す
c

答

弁

州
一
読
き
町
政
に

私
は
町
長
に
就
任
以
米

「
町
民

と
と
も
に
突
い

、
町
民
と
と
も
に

－
議
会
だ
よ
り

＠

「ー「

議

案

av可
決
さ
れ
た
も
の

平
成

5
年
度
補
正
予
算

。
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
・
笹
川

・宮
崎

・
境
・
山
崎

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
各

第
l
号）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

O
朝
日
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

条
例

。
朝
日
町
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
一
部
改
正
の
件

。
朝
日
町
家
庭
奉
仕
員
の
手
数
料

条
例
一
部
改
正
の
件

そ
の
他

。
町
道
路
線
の
認
定
の
件

－
承
認
さ
れ
た
も
の

。
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号

・
専
決
第
日
号
）

－
同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
悶
定
資
産
評
価
審
説
委

員
会
の
委
員
を
選
任
す
る
た
め

同
意
を
求
め
る
件

av意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の

。
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
抽
せ

ん
す
る
た
め
意
見
を
求
め
る
件

av議

員

提

出

議

案

O
ロ
シ
ア
の
放
射
性
廃
棄
物
の
海

洋
投
棄
に
関
す
る
意
見
書

O
公
共
事
業
等
地
方
財
源
の
確
保

等
に
関
す
る
意
見
書

O
米
の
市
場
開
放
阻
止
に
関
す
る

意
見
書

O
政
治
改
革
に
関
す
る
意
見
書

［
請
願
・
陳
情
〕

A
V
継
続
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な
っ
た
も
の
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泣
く
、
温
い
心
の
通
う
町
政
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
町
政
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

議
員
各
位
と
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、

引
き
続
き
町
政
を
判
一
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る

郷
土
，
あ
さ
ひ
。
の
実
現
を
め

F

し
、
全
力
を
挙
げ
て
町
政
の
推
進

に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り

キヱ
9
0

予

j；尊：子
：；；；？：骨：ごf

成

5
3
来
年
度
予
算
の
重
点
は

居
E
F
回日

『吋
少

，RE’
司，F

さ
み
さ
と
小
学
校
や
文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
の
先
成
が
間
近
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
他
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
uw小
気
の
低
迷
や
厳
し
い
町
の

財
政
中
情
を
考
え
る
と
、
町
の
発

展
は
町
長
の
子
算
に
対
す
る
英
断

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
、
米

年
度
予
算
制
成
の
重
点
は
何
か
伺

い
ま
す
c

答

弁

新

規
事

業
に
も
許
手

継
続
事
業
で
は
小
学
校
、
文
化

体
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
文
教
ヅ

l

ン
地
設
、
駅
前
広
場
の
艶
備
な
ど

答

弁

山
川
崎
に
替
わ
る
施
策
を

γ
制
引
y

政
府
は
米
市
場
の
部
分
開
放
を

機
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
思
い

切
っ
た
農
業
再
生
産
新
ビ
ジ
ョ
ン

づ
く
リ
に
取
り
組
む
芯
向
を
表
明

し
て
お
り
、

一
方
食
績
管
理
法
な

ど
の
改
正
に
向
け
た
単
備
も
進
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
米
の
生

産
掛
川
知
に
つ
い
て
も
今
後
2
年
間

は
据
え
置
き
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
そ
の
後
は
ま
だ
不
透
明

で
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
町
と
し
て

も
幻
世
紀
を
展
望
し
た
卯
い
手
の

育
成
や
農
業
生
産
組
織
の
強
化
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
金
も
そ
の
一
端
と
受
け
と
め
ら

れ
ま
す
が
、
低
金
利
時
代
で
あ
る

こ
と
や
新
た
に
国
県
の
制
度
も
講

じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
金
に
帯

わ
る
効
果
的
な
施
策
等
に
つ
い
て

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
崎

ゴ境九
三毎 る‘·~

子、》岸ズ》
γメ三周

，ご辺
盤
備

質
問
基
本
構
想
の
内
容
は

宮
崎

・
境
海
岸
の
基
本
構
想
に

つ
い
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託

作
成
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

農
作
，物
被
害
対
策

竜

男

米

の

緊

急
対
策
措
置
を

i
R
問
う

今
年
の
大
凶
作
に
加
、ぇ
米
市
場

の

一
部
開
放
は
農
家
に
と
っ
て
大

き
な
打
撃
と
先
行
き
不
安
な
状
況

を
来
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し

て
今
期
補
正
で
は
、
十
分
な
予
算

措
置
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
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開
合
町

一ωγ母
印
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科

医
f
h
I
b紙

調
車
購

そ
の
内
容
を
仰
い
ま
す
。
ま
た

9

月
議
会
で
富
崎
駅
周
辺
の
用
地
峰

山
昨
が
千
算
化
さ
れ
た
が
、
構
想
の

実
現
ま
で
時
間
が
か
か
る
と
思
う

の
で
、
当
日山の
利
用
計
画
を
刈
い

ま
す
。

J R宮崎駅東側周辺

答

弁

行
政
内
部
の
指
標
と

し
て
作
成

こ
の
基
本
構
想
は
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
た
当
該
地
域
の
開
発
の
方

向
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
委
託
し
、

行
政
内
部
の
今
後
の
指
標
と
し
て

作
成
し
た
も
の
で
す
。
内
容
と
し

て
は
海
浜
、
内
陸
、
旦
山
を
生
か

し
た
施
設
メ
ニ

ュ
ー
や
リ
ゾ
ー
ト

基
館
、
交
通
、
地
場
産
業
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
て
お
り

有
利
な
事
業
手
法
の
導
入
と
土
地

碓
保
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま

向一版
業
離
れ
が
進
ん
で
い
る
今
日
、

い
か
に
農
業
を
育
て
て
い
く
か
が

間
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
農
業
の
帰

京
と
町
の
活
性
化
は
不
可
分
の
関

係
に
も
・
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の

緊
急
対
策
問
置
は
農
家
を
特
叫
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が

考
え
を
伺
い
ま
す
。

す
。
今
年
度
は
高
崎
駅
近
接
の
土

地
を
時
保
し
、
当
耐
海
水
－

mや
キ

ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
の
た
め
の
駐

出
場
と
し
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

河

、；Jfl}・'.t--

ち；：.，＇~開 ；； H

発

、・
l
J
L）
j
i
i！

雪
国
羽
A
q
H
干
前
夜
間
附
労
相

H
初
心

E
R
は
あ
る
か

二
級
河
川
小
川
に
つ
い
て
は
、

総
合
開
発
事
業
も
完
了
し
水
量
も

調
蜂
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

下
流
の
開
発
梢
怨
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

答
弁

県
が
制
査

質
も 小
i青：＇.Jll 
i§lj！；は
で r-1
す然
が上:;j'~
、均2
* lこ
辺 ！！＇：
環ま

境れ
カf 水

今
年
の
農
作
物
の
不
作
に
対
し
て

は
、
特
に
被
害
の
大
き
い
耕
作
地

を
対
象
に
県
と
協
力
し
て
助
成
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
低

利
で
融
資
す
る
制
度
資
金
も
あ
り
、

特
に
近
代
化
資
金
は
町
単
独
で
利

千
補
給
を
行
っ
て
お
り
、
最
大
限

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

農

家父H、

にぱ－.~；.‘；可否；.＞d1t<.. ~； 
L；；：育；J

成

喜

男

農

業
振
興
基

金
の
創
設

E
R
を
望
む

ウ
ル
ク
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
の
受

け
入
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
農
業
も

世
界
の
荒
波
に
立
ち
向
か
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
悶

や
県
で
は
向
立
農
家
育
成
に
種
々

の
政
策
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
が
、

術
の
白
行
政、

一
貫
性
の
な
い
政

策
に
振
り
因
さ
れ
て
き
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
農
業
は
町
基
幹
産

業
と
し
て
町
経
消
に
大
き
な
彬
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
専
業
農
家
育

成
や
集
団
営
農
の
達
成
、
畜
産

・

野
来

・
果
関
農
家
育
成
の
た
め
、

町
と
各
農
業
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
た

（似
称
）
農
業
振
興
基
金

を
創
設
す
る
考
、
え
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

挫
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
住
民
の

近
づ
き
に
く
い
河
川
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
県
に
対
し
河
川

部
税
格
備
計
耐
の
策
定
を
お
願
い

し
、
現
在
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
税
水
八
ム
剛
、
佐
助

道
路
の
拡
幅
、
桜
堤
及
び
自
転
半

道
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー，阜、．

1みHご

ま収

集

豊
田
司
収
集
業
務
と
有
料
化
の

豊
田
作
今
後
の
方
向
は

さ
き
の
新
聞
に
よ
る
と
広
械
園

理
事
会
で
ご
み
収
集
の
有
料
化
等

に
つ
い

て
訴
し
あ

っ
た
と
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
金
制
や
分
別
十
刀
法
、

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
場
の
建
設
な
ど

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
ま
た
有

料
化
さ
れ
る
と
不
法
投
棄
が
多
発

す
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ご
み

処
理
に
つ

い
て
の
責
任
は
，
制
治
体

で
あ
り
、
必
要
な
財
源
は
納
脱
に

よ
り
時
保
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
身
、え
を
伺

い
ま
す
。

答

弁

広
域
閣
内
で
統

一

去
る
ロ
月
7
日
の
広
域
園
理
事

会
に
お
い
て
統
一
ご
み
袋
の
指
定

制
に
つ
い
て
、
関
内
足
並
み
を
そ

－
議
会
だ
よ
り

。

O
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

O
消
雪
装
置
（
清
水
町
地
内
）
の

設
置
に
つ
い
て

O
船
だ
ま
り
場
建
設
に
つ
い
て

O
小
選
挙
区
に
反
対
し
、
議
員
定

数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る
意
見

舎
に
つ

い
て

O
企
業

・
団
体
献
金
の
禁
止
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

O
公
的
年
金
制
度
の
改
善
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

。

「食
績
の
自
給
碓
保
の
た
め
宜

言
」
採
択
に
つ
い
て

O
民
間
医
療
機
関
へ
の
低
利
融
資

間
定
資
産
非
課
税
な
ど
の
公
的

支
援
策
を
求
め
る
意
見
普
掠
択

に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

勝

田

義

雄

氏

ロ
月
議
会
定
例
会
で
、
任
期
満

了
に
伴
う
朝
日
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
、
勝
田
義
雄

氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

キ
4vlし
れ
～
。

勝田義雄氏
（笹川 ・75歳）
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融
開

ウ

M
m
hu

J

W

陵
町

概
V
シ

創h
Fド
。

ろ
え
て
平
成
7
年
4
月
を
め
ど
に
、

各
市
町
が
検
討
す
る
こ
と
を
申
し

令
わ
せ
て
い
ま
す
。
問
と
し
て
は

減
量
化

・
資
源
化
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
な
ど
住
民
参
加
の
川
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ご
み
の
排

出
最
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
言
え

な
い
状
況
で
す
。

こ
の
理
事
会
の

申
し
ん
日
わ
せ
を
受
け
て
、
町
で
も

統

一
ご
み
袋
の
指
定
制
と
資
制
ご

み
の
回
収
を
セ

ッ
ト
に
し
て
、
住

民
の
理
解
と
協
力
が
科
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は

山
川
セ
ン
タ
ー
般
地
内
に
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
ご
み
袋
の
価
格
等

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

で
す
。

－
平
成

6
年
2
月
号

＠

域差益tt耐 のj員 主人に不平不満をいだきながら奉公するのは， 主人 奉公人両方の僚であるということ。平家を滅lますは平家一今－￥家をi山ましたのは；I'家｜：｜身のおごリや：！！！：業て。ある という草昧で，l’l分を滅；Iすもの（j:I'!分自身であるニ とのたとえ。



－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

ポ
ー
ツ
に
付
す
る
人
々
の
理
解
が
深
ま
っ

て
き
た
こ
と
は
、訂
作
ば
し
い

限
り
で
す
」

昨
年
卜
川
に

「
八七
川
体
育
指
導
安
員
功

労
立
」
を
受
賞
し
た
氷
見
さ
ん
は
、
町
の

体
育
指
導
委
員
に
な
っ
て
二
十
一
年
、
十

五
年
前
か
ら
は
同
協
議
会
の
会
長
を
務
め

て
い
ま
す
。

「体
調
を
く
ず
し
、
表
彰
式
に
行
け
な

か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
が
、
大
き
な
貨

を

い
た
だ
き
素
直
に
う
れ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
る
氷
見
さ
ん
。

若
い

こ
ろ
か
ら
陸
上
競
技
や
ス
キ
ー
、
相

撲
、
野
球
な
ど
、
多
柿
多
憾
な
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
町
野
球
協
会
の

会
長
で
も
あ
り
、
「
入
手
が
足
り
な
け
れ

ば
」
今
で
も
朝
間
軒
叫
ゆ
な
ど
の
寄
刊
と
し

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も
い仏
ち
ま
す
。

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
続
技
を
は
じ
め

ν
ス
ポ

ー
ツ
の
朝
日
附
H

の
い仏
役
者
の
一
人
。
「
私

た
ち
の
先
輩
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
。
そ
し

て
指
導
委
員
や
体
育
協
会
な
ど
の
皆
さ
ん

の
が
ん
ば
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日

か
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
氷
川凡

さ
ん
。

「
州
円
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
思

い
入
れ
は
、
こ
の
辺
り
で
は
削

H
町
が

一

枚
上
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

「
を
と
二
人
で
切
り
凶
し
て
き
た
家
業

（判
官
γ
「
月
見
家
」
）
も
息
子
夫
婦
が
継
い

で
く
れ
て
ホ

ッ
と

一
息
。
今
後
は
い
ろ
ん

な
万
聞
で
の
新
い
人
た
ち
の
成
長
や
活
躍

を
見
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
ね
」

と

H
を
制
め
ま
す
。

図
図
図
包
囲
回

明
国

一17J
A
・

東
京
都
墨
田
区

計年を解〈 特別な校術をも った人の妙j~をはめることばで， .o·： ~lや榊が急所をつ〈 こ と 。 また ・ ’｜州本の総造にきから 7ζ となく自然
に解体して．刀を損ヒなかゥたというと二ろから，無理をせず，｜’l然にまかせるこ と，

境水

島
町
茂
雄
さ
ん

も
う
す

っ
か
り
、
こ
ち
ら
の
人
間

に
な
り
き
っ
て
い
ま
す
ι

隣
近
川

と
の
付
き
合
い
や
地
域
の
ま
と
ま

リ
と
い
う
耐
で
は
、
ね
払
が
伶
しま
れ

育
っ
た
下
町
と
よ
く
似
た
と
ニ
ろ

が
ふ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
つ

く
づ
く
思
う
の
は
、
本
当
に
こ
の

辺
り
の
人
は
よ
く
働
く
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

－
｜

町
に
望
む
こ
と
は
？

水
島

列
体
内
身
、
こ
ち
ら
に
米
て

一
器
内
労
し
た
の
が
、
職
を
探
す

こ
と
で
し
た
。
川
の
ね
米
を
々
、
え

る
と
、
若
者
の
定
住
や

U
タ
l
ン

を
促
す
寝
泊
の
場
の
創
設
も
大
切

だ
と
忠
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
朝
日
の
立
役
者

八

γ
w々vJ

 、午

氷
見
徳
太
郎
さ
ん

（
日
放
・
神
田
町
）

「H
円
に
比
べ
、
実
に
多
く
の
ん
々
が
蝶

々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
来
し
む
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

水

島

京

京
都
の
附
九
十
川
駅
て
す
。

什
る
が
ら
の
仙
祁
が
銭
る
雌
ハ刷t
的

な
下
町
。
最
近
で
は
住
宅
街
が
い
仏

が
ゥ
て
い
ま
す
が
、
幼
い

ζ
ろ
は

近
く
に
あ

っ
た
紡
総
工
場
の
塀
を

乗
り
越
え
、
セ
ミ
取
。
な
ど
も
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
浅
草

の
三
社
ま
つ
り
で
み
こ
し
を

州
い
だ
こ
と
も
懐
か
し
い
思

い
出
で
す
ね
。

｜
｜
朝
日
町
で
の
生
活
は
い

か
が
で
す
か
？

水
島

結
婚
を
機
に
朝
日
町

へ
来
て
十
瓦
年
。

『
住
め
ば

都
』
と
吾一
円
い
ま
す
が
、
思

っ

て
い
た
よ
り
も
旧
合
で
は
な

か
っ
た
で
す
し
閃
、
今
で
は

ス
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9 ん田 mよ
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差あ喬在手
弐 E義一 ～
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月エ氏肩ヨミと世

同登 ’ち

星雲 2

忙
し
く
も
充
実
し
た
毎
日

人

V
A
ゆ

広田みゆき さん（22歳草野）

1協
議

一一 菅野印刷興業側 一一
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h
F
再
可
せ
も
ん
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F

ウ
ヱ
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寒中お見Pl(:い申し上げます。

可のない.TEJ jを迎え．山jの｜徐

雪本音II も IJ~J J;I；休業の状態。と

はいえ， ｜埠吋時にはいつでも

対応できる体制を整えており

ます。ご安心ください。

さて，今年は町市lj施行40周

年の記念すべき年。llr'..HU29年

8月1日， l町 6か村 （野中

村は29年11月20日に合併後．

34年 1月 1Aに一部が入普町

に制入）が一つになり．名峰

f朝円-[i；－」の名をと って拶i日

町が誕生しました。町章は，

「ア」を 3つ組み介わせ．輪

でつないで 「初日」をな昧し，

和のうちに 1町 7か村の一致

協力 を印象つeけたものとして．

昭和29年11月に制定されてい

ます。

今年は，町民の背さんと町

の40周年を祝うとともに，未

来に向けた朝日町のさらなる

飛躍を念頭に現在，新年度の

予算編成に取り組んでおりま

す。

60歳以上の方々のピーチポ

ール大会＇ 40周年記念式典．－

インターハイ，全同制口町村

友好競書大会、町民休有祭，

北日本新聞社との共催による

「ふるさと米来21J，桜のま

ちづく り事業，他康保などな

ど…。全町民に参加していた

だきながら数多くの4業を進

めていきたいと考え，てお りま

す。町民各｛立のご協力をお願

いする次第です。

向かう鹿に 11矢が立たず......こちらを向いている鹿に Ii . 無慈悲に矢を射ることができない。 2提出な も の．柔順なむのに対しては攻~できない
といヮ ニと、
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乱Z 崎久’~~
A鈴{f1ギ

⑦｝． 

~＇ っ・

〔
家
族
の
役
割
）

（

5
怠
冗
）

（
H
く
ん
の
家
は
白
営
業
。

ん
は
家
族
の
役
割
を
し

っ
か
り
受

け
と
め
て
い
る
よ
う
で
寸
．
）

H
〈
ん
「
じ
い
ち
ゃ
ん
は
社
長
．
命

令
す
る
人
。
お
父
手
ん
は
謀

長
。
じ
い
ら
ゃ
ん
の
命
令
を

お
母
手
ん
に
伝
え
る
人
．
お

母
吉
、
ん
リ
、

お
父
宮
、
ん
に
言

わ
れ
た
こ
と
を
仕
事
す
る
人

に
伝
え
る
人
。
ぞ
れ
か
ら
夜、

帳
簿
す
る
。
仕
事
す
る
人
は
、

そ
の
命
令
を
聞
い
て
働
い
と

る
が
。
僕
は
、
保
み
の
臼
た

だ
手
伝
い
す
る
人
。
了
（
1

歳
の
弟
）
は
、
ピ

l
ポ

ッ
ポ

の

ビ
デ
オ
み
て
、
た
だ
ボ
｜
つ

J.( 

〈

L
ι
lレ
Lι

、』
ノ
・・・」

（
ド
ー
ナ
ツ
）

（

5
悠
児
）

（
野
中
が
雪
に
履
わ
れ
た
朝
．
怠

bY 
’？ 
々

もi
...うさぎ（9) 

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
＠

ま仁実物を凡な〈てほ判断の1ごしょ jがむいこと n

か
ら
中
を
見
て
い

た

7
く
ん
）

T
〈
ん
「
山
に
い
っ
ぱ
い
砂
糖
が
か

か
っ
た
み
た
い
や
ね
。
ま
る

で
ド
ー
ナ
ツ
み
た
い
だ
ね
」

保
母
「
ド
ー
ナ
ツ
ク
本
当
だ
ね
」

保 ． 子 保
母引完 母

ね 「 「 が
L そ だ ク
保うめ」
宵だ rJ_

者ね が
失。！
格だ」

でめ
しな
fこのf
）だ

見ぬ高いはできぬ一 ···~見物を見立いこと には先日！二てきも・いとい1ニと

｛

O
つ・

×つ・）
｛

3
般
児
｝

（
交
通
安
全
指
導
で
通
行
止
の
マ

ー
ク
を
畠
し
て）

－A
M

ぱ
ウ

保
母

「
こ
れ

O
ワ・

X
つ・」

子
供

「
し
か
く
か
・－

た
ち

J

t

保
母
「
つ
・
」
（
正
し

い
か
間
違
っ
て

い
る
か
聞

い
た
の
に
・；）

ー

ハ
ッ
と
丸
づ

い
て
｜

「
こ
れ
い

い
が
つ・

だ
め
な

広
報
ク
イ
ズ

（
問
題
）

①
刺
日
町
は
今
年
て
町
制
地
行
何
回

年
を
迎
え
る
か
？

＠
ぬ
周
年

⑮

拓

周

年

。
刊
周
年

②
ロ
刈
定
例
議
会
で

一
般
質
問
を
行

勺
た
議

H
は
何
人
？

＠

5
人

⑮

7
人

＠

9
人

③
町
県
民
税

・
所
得
税
の
申
告
期
限

は
3
月
の
何
日
ま
で
？

＠
日
u
⑮
初
H

。幻H

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
必
号
、
位
所
、

氏
名
、
年
齢
を
円

い
て

3
H
M
H
ま

で
に
制
H
川
役
場
総
務
ぷ
路
川
広
報

係
（
一T
制

抑

制

H
町
近
ド
1
1
3

3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で

3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
e

会
的
制
の
当
選
打
は
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ

さ
ん
、
P
E
R
S
O
N
，S
さ

ん

キ

テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
月
は
投
稿
者
多
数
（
糾
通
）

の
た
め
イ
ラ
ス
ト
掲
載
は
抽
選
と
さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
容
散
を
。

⑪ ( 1fl12 l:J ~己）

－
平
成
6
年
2
月
号
。



凶

困
困
問

間
四
嗣
凶

申
告
は

3
月
日
日
ま
で

・給与所得及び公的年金（企業年金）等があると き

は源泉徴収票 ・生命保険料， 損害保険料，医療

費等の証明書または領収書・印鑑

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
背
を
し

た
方
は
町
県
民
税
の
巾
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
所
得
の
計
算
や
申
告
書

の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、

左
記
の
日
位
で
地
区
別
に
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

、。

各地区での申告相談会
の日程と会場

期 日 I也 区： ぷZス〉、 場

2 J-J 17 l:l （.オJ下1 JI I 11J火J1!k協笹川｜支所

z H 18口（剣
HI （~け也Pく ） •:01 l:f 町役場 4 F 

21円(JJ) 

2 }-]22日（：火） 均E 111リと t主｜品上え玄所

2 } j 23日（ポ） I・・’; 。！な ·;:•; ill~~ 7前 活m 協

2月24Fl併4
mi Jr q1央践協：ii.mi庄支所

25日制

2 } J 28日（｝ll
Ill illな 中央農協 ILI崎文所

3 } J 1 1:1 （刈

3月2日（；｝＼） iH 仏： q1うた；位協南保支所

3 JJ 3 Cl(*) 
家 J1: 大家 J.i: 1；~ l:i:i1 大

4日伽

3 H 7日（「｜）針~ i'~ ・ 羽人 中央政↑~11¥.'f谷出張所

※相談H寺｜日lLt.いずれも午前911.no分～午後 4II事まで。

※相談 H以外にもおt務.r~iで州J主を’Zけています。

※j二U/rl・ト111/1:litム l:/JJ・i'LIですので相談は行いません。

医療の現場から
赤~~
) "i;足
直Z品
次：じ院

院
長

例
入
の
町
山町
民
税

・
所
得
税
の

山中止
門
シ
ー
ズ
ン
と
な
リ
ま
し
た
。

申
告
の
期
間
は
、
2
月
日
日
嗣

か
ら
3
月
日
日
伽
ま
で
で
す
。

中
告
書
は
、
2
川
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
ぷ
当
の
人
は
、
巾
行
水
田

刷
紙
に
必
出京
事
項
を
記
入
の
？
プ
～
、

必
要
書
矧
を
添
え
て
、
3
月
日

H

ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
農

漁
協
（
支
所

・
出
張
所
）
の
申
告
書

投
入
納

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
申
告
書
は
、

各
民
漁
協
の
申
告
書
投
入
箱
へ
は

入
れ
な
い
で
、
税
務
署
ま
た
は
役

場
税
務
謀
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申li:::...J,ぐ，N百 f£-i:"（平成時 1月 ｜日現在，町内に）
回 I.I ~＼宮ごふノJ 住所があり，次に~~当する方

(l) ・j ＼・ ~1iJi·1!Hrl'lf :ti・終業 －イ、助：（4）給勺・rVi守得のみの ）jで． 矧i脳

内など）のあ った ん ！ 段｜仇 医療狩拍｜徐等を受け

(2）給.lj・J iji-{!J＇のほかに他の戸斤N~ ょうとする ）j

（政淀川向 － イ~!fi}J pit な ど）の：（5） ~l}J~芳光から給与支払鰍1；·喜子
あった ｝j ~ グ）1J1L'I＇，カfなヵ、勺たブj

(3）給 lj· J~d~J~のみの んで， 平成 ：（6）公的年余（ 企業正f＇·令 ｝~写を’受

5 ，，，~ .. ，.に沿服した ）j : 給しているん．

－
町
県
民
税
の
申
告

⑪

消
防
出
初
め
式

l
H
6
H
、
判
例
の
帆
日
町
消

防
閉
山
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
3
0
0
人
の
同

H
は
脇
，
l
－八
嶋

出
で
無
火
災
祈
願
を
し
た
あ
と
、

泊
地
内
で
一
斉
放
水
、
火
消
し
の

心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
は
無
火
災
分
団
や
優
良
団

対
の
表
川
り
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

朝
日
町
消
防
長
功
労
章

水
島
筑

吉
（

6
分
回
分
間
長
）

朝
日
町
消
防
長
無
火
災
表
彰

l

分
団
（

3
年
）、
2
分
間

（
4
年
〉
、

3
分
団
（
日
年
）、
5
分
間
（

6
年
）
、

6
分
同

（
4
年）

朝
日
町
消
防
団
長
功
績
章
小
法

孝
宏
（

1
分
団
虹
長
）
、
大
久
保

光
政

（
2
分
団
班
長
）、
白
川
肉
声

（
3
分
団
枇
長
）
、
谷
克
三
（

4

分
団
班
長
）、
波
辺
光
雄

（
5
分

団
肌
長
）

、
小
森
之
失

（
6
分
凶

斑
長
）

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
状

竹
内

義
雄

（
1
1分
凶
庇
長
て

叩
仲
間
平

樹

（
2
分
凶
団
員
）
、
消
水
義
則

（
3
分
団
団
員）
、
佐
渡
俊
成
（
4

分
団
団
員
）加
政
政
明

（
6
分
間

団
員
）

命（;f.実にあり ……運命（;f.天の定める ところで．人の力ではどうする こと もできをいという こと 。

ま
た
巾
合
判
が
届
い
て
い
な

い
五
や
記
入
の
し
か
た
等
に
つ
い

て
わ
か
ら
む
い
方
は
、
役
場
税
務

謀（
古
川∞
U
1
1
0

0
内
線
刷
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第

3
田
寺
田
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

V
男

子

優

勝
次
勝

憂
勝

V
女
ァ
十

大 i何？とJ
家保崎
rt 

成人病を招く
三大危険因子

不況だと言われながらも．

1億総ク、ルメは美食を求め飽

くことを知らないようです。

飽食の国，日本。

でも，そんな飽食に起動不

足が重なったら〈高摂取エネ

ルギー〉＋〈低i消費エネルギ

ー〉 →〈栄養過多〉という 図

式ができあがります。

その過剰となった栄養はど

こへ行くのでし ょう。皮下脂

肪となって体に蓄積され，動

脈硬化，脳卒中， 心臓病とい

った成人病を引きおこします。

飽食の時代とは，まさに成人

病め時代といえます。

しかし，これらの成人病は

発生の仕組みが解明されてい

るのですから，逆に御しやす

い病気といえるかもしれませ

ん。食生活のアンバランス，

運動不足，過剰なストレスと

いっ三大危険因子を克服すれ

ば，かなりの割合で防げるか

らです。

日本は世界に冠たる長寿国

になっていますが，せっかく

長生きしても寝たきりでは，

人生の楽しさも半減してしま

います。自適の老後を送るた

めにも．手遅れにならないう

ちに，自分の健康は自分自身

の手でコントロールすること

を身につけたいものです。

語カの~1j. 州に刃のついた創lo相子にn般をラえると同Hいこちらもそれ主リのH黙を受けるおそれのあることをい う。 また，役にも立

ヘj重に危険をも招きかね主いことめたとえ。

闘寝擁極函

スポーツ医学
講演会

次
勝

宮
崎

伝※ F ー ー「

競男会
走 子 高
大第国

会出大
治芸会
情 園山
康 高山
徳等場

芸者．
駅 一一一

2 J ~ 24日付。

午後 7lk~；30分～

11i付忠弘戸山大学教育学部助教

J受（『lf;K協スポーツドクター）

役場4階大ホール

II与

場

－
j
 

i
 

A
H
h
H
 

・卜l

・会

．〉－111•• 

－
平
成

6
年
2
月
号

⑪ ・受，；昨11；込み 2H18臼（剣までに教育委H

会 （fi82-l 104）へ。



~朝日町社会福祉協議会は，

皆~んと共に地域の福祉向

上を 目指す福祉団体です。

・場所

朝 日町福祉センター内

ft83-0576 

〔
閣
助
会
員
加
入
状

阻

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す
町

社
協
の
賛
助
会
員
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

高
林
友
通
、
高
林
元
了
、
長
谷
忠

則
、
長
谷
け
い
，
十
、
上
針
す
み
、
尚

北
山
ル
ノ
十
、
川
村
桜
之、

小
川
松
山
輩
、

必
川
進
、ド陶
”以
前
雄
、
治
水
一
身
、
句治

水
英
知円，十
、
勝
出
武
夫
、
勝
制
勧
丹
、

勝
出
燃
久
、
南
”は
昭
一
一一
、
出
茂
君
ザ
、

大
仏
除
司
、
近
江
相
、
大
谷
広
川
一
、

水
島
民
、
水
’
品
真
澄
、
日
崎
学
、
水

品
俊
夫
、

荒
口
忠
普
治
、
犬
弛
娘
、

みム

針
一
依
邸
時
、
水
品
ひ
ろ
、え
、
糠
沢
正
治
、

水
島
幣
二
、
大
村
悲
大
L
必
川
氏
以
、

長
谷
友
二
、
抗
川
功
、
竹
内
航

A

r

ヰ
寸

出
正
義
、
折
谷
林

一
、

…ぷ
井
敏
彦、
上

長
井
正
敏
、
折
谷
茂
、
長
井
球
、
制

内
伊
佐
男
、
竹
内
博
文
、
竹
内
秀
樹
、

竹
内

一
夫
、
竹
内
伸
、
竹
内
刊
、
竹

内
普
光
、
竹
印
刷
以
松
、
品
川
内
英
〆
す
、

長
井
品川4
4

ヘ
長
引
汁
鴻
γ
マ
；
竹
内
ヨ
シ

エ
、
場
内
・
艮
其
ベ
場
内
英
奈
子
、
竹

内
俊
一
、
竹
内
俊
宏
～
竹
内
向
、
竹

t

’
 

内
義
則
、
竹
内
芳
訟
で
竹
内
消
江
、

長
井
昭
三
、
長
井
悦
子
、
長
井
利『
ナ

長
井
慎

一
、
長
井
知
子
、
勝
目
す
い

、

ありがとう

喝あたた右、必
＠ 朝日時窓銀行

(12月11日～ ｜月 10日）

O述合白山朝日地域協議会さ

んから 28' 152向

。上回j 神チ沢きみえさんか

句

。蛭谷

17,861円

とく名さんから

小
林
俊
夫
、
長
引
朝
男
、
長
井
好
子
、

折
谷
制
的
、
折
谷
美
和
子
、
折
谷
正

芯
、
折
谷
美
子
、
勝
目
誠
一

、
勝
田

節
チ
、

．長
井十
同叶J

ニ
雄、

トR
井
五
枝
、

長
升
史

一
、
町駅
井
家
降
、
長
井
邦
男
、

長
井
巻
地
、
勝
田
勝
次
、
長
井
忠
二
、

勝
回
義
雄
、

長
井
昌
弘
、
長
井
み
義
、

小
川
隆
二
、
日
一
次
弁
宗
卓
郎
、
勝
削
節

子
h

u

吹
井
正
義
、
長
井
駒
子
、
野
附

芳
私
、
野
間
あ
い
了
、
水
島
幹
夫
、

水
島
球
子
、
大
村
勉
、
大
村
千
賀
子
、

岡
洋

一
、
岡
愉
紀
子
、
青
木
保
、

菅

木
英
美
下
、
手
啄
孝
雄
、
手
塚
幸
伎
、

福
地
俊
雄
、
制
地
美
千
代
、
川
上
彩
、

川
上
一英
チ
、
田
中
義
一
、
田
中
高
イ
、

伊
品
脇
市
郎、

伊
藤
キ
ミ
子
、
波
間
ゃ

い
、
法
問
き
ぬ
子
、
魚
hU
み
怠
ゑ
、

尾
山
勇
、
見
山
三
四
九
、
尾
山
戦
恋
、

寺
崎
松
蔵
、
・
寺
崎
キ
ヌ
、

山
口
孝
治
ソ

山
口
静
村
、
水
島
み
よ
、
水
島
き
ょ
、

八
木
作
雄
、
八
木
律
子
、
背

λ
玖
み
わ

氷
見
ア
イ、

氷
見
悦
子
、
魚
住
斜
、

八
木
伝

一
、
利
本
軒

一
、
問
中
昭
虫
、

脳
中
義
夫
、
梅
沢
繁
次
、
梅
沢
光
代
、

新
田
順
賞
、
新
田
民
子
、
寺
田
重
倍
、

寺
田
照
子
、
佐
渡
達
雄
、
能
波
す
ま

子
、
犬
田
久
雄
、
犬
凹
伝
子
、
犬
回

久
美
子
、小
人
出
和
博
、
犬
田
和
夫
、

円

ん

問

阿

部

円

か

し

円

さ

円

ん

円

ら

円

表

お

き

叩

ら

同

支

幻

ん

と

ω
ブ

∞

さ

∞

か

げ

切

代

・句

、’

M

5
か

必

泊

。

げ

さ

養

A
ラ

O’
ブ

ハJ
一
ん

J

社

か

l

一

8

ん

6
A
H
U
し

供

∞

ク

∞

ラ

∞

さ

山

会

ん

い

只

さ

組

と

の

］

ズ

l

ク

1

社

式

さ

楽

紋

働

烏

ん

ン

一

会

株

郎

従

准

労

出

さ

オ

リ

式

業

三

一附

針

附

ニ

イ

タ

株

主

同

業

民

縮

ら

区

消

ラ

一

f

設

問

主

紡

か

l

t〈
町

ら

ロ

電

建

役

谷

ら

町

東

ん

柳

亡

日

か

日

ら

H

川

純

一周

か

よ

日

さ

平

ら

朝

ん

朝

か

明

小

取

ο

0

0

0

0

0

0

0
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U
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給
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’w
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皆
さ
ん
の
真
ゆ
を

京
w
E旭
川
υlυ
津
小

lυ
台
ι

ーーー
歳
未
た
す
け
あ
い
運
動

ーー

展か
Nf.J L、 「

さお t也
れ正域
た月て－－
Zえ」 さ
ヨドをき
たスえ
すロあ
i十｜ う
あガあ
い ン つ
i涯 に た

動
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
真

心
の
こ
も
ゥ
た
地
か
い
ん
い
が
金
が
多

〈
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ー
リ

愛
の
袋
に
よ
る
募
金

や
問
、
普
意
銀
行
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
総
制
は
、

3
1
6
万
6
0
0
o
He

こ
れ
ら
は
見
舞
金
と
し

て
、
生
活
凶
前
世
借
や

寝
た
き
り
老
人
、
重
度

心
身
障
害
者
、
里
子
、

被
災
者
、
制
祉
施
設
入

所
者
投
び
長
期
入
院
患

者
の
皆
さ
ん
に
、
お
けん

持
状
や
一
眼
房
衣
矧
と

い

っ
し
ょ
に
お
届
け
し
ま

し
た
。

心
温
ま
る
善
意
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、
あ
リ

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
営
住
宅
入
居
者

み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

人
肘
条
件
等
は
役
場
建
訟
諜

（
宮

内
線

2
1
8
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

議

--""' 

内
川
川
町
川
地
の
人
川
者
を
非
保

し
ま
す
の

募
集
戸
数

家
賃

3 

（

3
D
K

）
 

2
2
、
0
0
0
円

敷
金

、

1

6
6
0
0
0
μ
 

申
込
み
・

問
合
せ

人
肘
巾
し
込

一
一一ー
ー

一
一一一
一
ーー

一ー
一一一一一一ー
一一ー
一

朝
日
町
臨
時
職
員

役
場
や
出
先
機
関
に
勤
務
す
る

臨
時
職
員
の
笠
鈷
希
望
者
を
募
集

「
ふ
る
さ
と
美
術
館

友
の
会
」
会
員

し
ま
す
。

職
種

田貝

一
般
事
務
、

看
護
婦
等

応
募
資
格

町
内
に
住
ん
で
い
る

人
（
希
護
婦

・
調
理
貝
を
除
く
）

で
、
保
母
及
び
行
設
婦
に
つ
い
て

は
、
資
格
を
持
勺
て
い

る
人

雇
用

4
月
1
日
以
降
、

保
旬
、
部i
~-1Jl. 

小
る
さ
と
美
術
館
で
は
友
の
会

の
会
民
を
非
集
し
て
い
ま
す
り

年
会
費

l
、
0
0
0
円

（
随
川
人

公
で
人
会

U
よ
リ

1
4川
有
効
）

特
典

－
尖
術
館
だ
よ
り
の
い
店
付

くらしの情報室

必
要
に

応
じ
て
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

山
九
品
川
仰
を
希
製
す
る
人
は

・
企
幽
展
開
催
の
案
内

事
業
の
入
館
料
初
%
訓
引

わ
円
山
H
H
U収
b
．し
恥
別
v
n
7
0
Bhu
川
内
川
川

’h
r
自ιr
un

－7
1
，／
ν
内

4
0
，A
1
5
1J

J

i－－！
と

、
．

1
4
t
子
、

印
刷
川
化
問
ぺ
j
吟
ル

A

仏
け
い
ト
川
似
円

J
A
vb

の
似
問
先
参
加

山：
11 
;rt; 
〆目、 － 

斗J
i日1

申
込
み

阪 3
告・H
と 15
ff: LI 
特 （火）

のま
，記、て。

要に
な

~＂I: 純
自
訴
の
履（保

母
及
び
看
護
婦
）
に
つ

い
て
は
免

許
の
以
し
を
添
え
、
役
場
総
務
課

人
事
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

会
な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ

H
H
リ
コ・’r
j
い
／
い

い

ι
口
市
r仁
川
悶

v

、e

ぷ

る
さ
と
尖
術
館

へ
，

（

E
mu－

0
0
9
 

4 

－
長1~ 

－
ふ
く
し
の
窓

＠

犬
山
笑
チ
、
水
島
光
弥
、
水
品
洋
・十
、

手
削
政
一

、
守
田
花
子
、
水
め
舜
二
、

水
島
・
必
十
、
井
木
林
範
子
、
水
島
寛
、

御
老
真
一
一、
木
市
治
彦
、
水
島
議
長
、

水
島
法
雄
、

氷
鴨
川
慌
夫
、
水
島
樹
、

末
上
盛
義
、
河
村
幹
夫
、
水
島
末
典
、

林
龍
来
、
品
開
坂
路

一
、
砂
田
幸
作、

小
結
太
政
、
河
村
昭
盤
、
松
原
達
雄、

松
原
子
代
枝
、
砂
田
晃
成
、
砂
削
良

ぷ
S
M
O
L
江
湖
秀
雄
、
一正
糊
敬
子
、
一宇
野

市
首
、F

平
野
と
き
、
新
聞
紀
久
、
大

谷
範
行
h

鍛
治
孝

一
、
大
平
純
二
、

中
島
棒
高
、
池
田
輝
幸
、
平
出
厚
、

平
油
資
江
、
入
勝
利
子
、
柳
下
ノ
ブ

子
、
柳
下
康
浩
、
柳
下
白（〆寸、

・ヰ
坂

秋
鋭
、
平
以
内
旅
チ
、
斎
藤
朝
男
、
大

谷
明
イ
、
砂
自
利
明
、
砂
川
幸
子
、

平
取
引
升
、
一
キ
坂
栄
子
、
河
村
誠

一
、

川
村
治
、
河
村
孝
子
、
河
村
正
、
川

村
英
蜘
円
子
、
池
原
具
、
池
原
洋
美
子
、

池
原
虫
一
、
池
原
堂
土心，十、

wT・
川
健

一
、
平
川
正
枚
、

間
部
作
三
、
間
部

ふ
み
、
平
坂
長
博
、
ギ
坂
か
ず
ゐ
、

平
坂
映
チ
、
谷

n亀
一
、
谷
口
他
／
寸
、

平
坂
公
然
、
平
坂
あ
き
千
、
回
出
版
昭

士
、
思
…
坂
道
子
以
よ
加
名
、
加

n

（
9
月
8
日
以
後
の
賛
助
者
の
氏
名

は
、
次
回方
で
掲
載
い
た
し
ま
す
）

長義子を語、う 夜 ，巣ごも っている鶴カf，子の鯵のことを思って鳴く 。緩のチに対する愛情が深いこと 。

500.000問

て

町民総合体育館
公邸11838

きま1盟 求人総緩 年齢 賃金 性}jlj
就業場所 採用 免資格経験

番号 内 休 臼 人数 E午等

製 造 エ18才一 160, 100-
男

草月臼町犬家庭
3 

不問
40才 203, I 00 日祝，年105臼 不問

2 コース管理作業
18才～ 200,000～ 

夢号
朝日目T横尾

8 
不問

45才 250,000 日祝． 4遡 5休 経験者優遇

3 営 若草 20才～ 130,000- 5月
朝日目I桜田I

2 
志絞卒業以上

45才 180,000 自祝， 第2・4土曜 普通免許

4 建築板 金工
18才ー 120,000～ 

男
朝日町下野

2 
高校卒業

55才 350,000 日祝，他 経験者優遇

5 機械加工
20才～ 175,000～ 

男
朝日町二枚係

2 不問
45才 200,000 之曜日， 他 不問

6 営 策
18才～ 158, 400-

男
羽田町東草野

2 
Mi絞卒業以よ

45才 232,600 日祝． 4週 6休 普通免許

7 接客業務
30才ー 200,000～ 

女
朝日町湯の瀕

5 
高校卒業程度

60才 240,000 会社指定日 特になし

8 E思 務 員 20才～ 130,000-
女

朝日目Ti差下
2 高普校通卒免業許以上

45才 140,000 日祝，他

9 選 }jlj結束 工 18才～ 141,600-
女

羽田町東掌野
5 

不問
55才 144,000 日祝． 4週 6休 特になし

10 ハウスキ ャデイ
18才一 240,000-

女
朝日町横尾

40 不問
45才 265,000 会社指定日 普通免許

平成6年 2月分ホット求人情報
豊
か
な
心
を
育
て
る

推
進
大
会

2
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n
r表
l

L
J
〉

守
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l
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J
e
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HHド
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h
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J
川
利
分
ま
で

日
時

会
場

あ
さ
ひ
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ホ

「
ア
ゼ
リ
ア
」

発
表

・
州

U
川
サ

ノ
カ
ー
協
会
川

Jし

ぷ〉、
Zιc 

tぇ

υ山
山

U
J
I氏
「
な
ぜ
、
サ

ヴ

カ
ー
が
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
な
の
か
」

．
出
保
公
民
館
き
わ
や
か
教
主

谷

俊

雄

氏

「
共
に
学

ぶ
輪
の
中

へ
一

・
判
リ
川
連
合
い
削
人
会

Jhru

卜
似
J
ト
千
L

・
水
作
一
行

f
t

「

γ川

l

a

l

d
J

i
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山
県
五
一肘
の
船
に
参
加
し
て
」

記
念
講
演

生
泌
学
刊
誌
長

枇
山
下
刊
に
つ
い
て
」

日
山
県
教
育
委
員
会

創
出
宗
峡
氏
「生

会r求人情報一覧表Jbζ・利用下さレ。（商工観光線カウンターに展示）

式 くわしいこ とは．魚；曹公共勝i業安:ii'.‘所事月自分~ tr82-0198へお問い合わせください

「け
川
」
国
民
年
金
と
個
人
年
金
は

日
L

こ
こ
か
違
い
ま
す
。

一
レ
晶

一

同
U
K
年
ふ
い
れ
と
例
人
年
’争点

司

出

法
、
同
じ
支
配
で
も
性
的

「
リ

」
や
役
川
が
黙
な
り
、
大
ま

一
金

一
か
に
は
別
ポ

2
1
2

年

い
が
あ
り
ま
す

湯を沸かして水に入る・。…せっか〈沸かしたお泌を何にもftわずにそのまま冷たい水に入れてLま7。せっかく の背労をむだにするよ と。

例
入
年
金
だ
け
に
判
る

の
で
は
る
く
、
ま
ず
は
義
務
で
あ

る
川
氏
年
全
に
加
入
し
、
そ

の
つ

え
で
制
人
年
合
．を
卜
村
み
す
る
ん

訟
を
と
り
ま
し
ょ
う
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－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版

＠

児

童

手

当

支

給

3
A米
耐
の
児
取
を
公
有
し
て

い
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
し
て

い
ま
す
ら（
た
だ
し
刈
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
）

《
支
給
額
》

あ

l
f
・
2
f
・：
月
5
下
同

部
3
子
以
降
・－－－－－
ハ
l
万
円

希
望
者
は
印
銃
と
通
帳
を
持
勺

て
、
役
場
制
um係
で
日
十
め
に

T
続

き
を
（
公
務
い
八
は
勤
務
先
へ

）

な
お
、
昨
年
ま
て
は
第
2
子
以

附
に
つ
い
て
は
4
殺
未
耐
を
刈
象

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

は
制
度
改
正
に
よ
り
す
べ
て
の
お

~＠。＠<fJ';!Jf}r=l
~8~号<{J/R砂[JID~

2月tt日 （問ら午後5隠れ）

iさ，みん怠マ役場広場

に大集合II

愛
の
献
血

ご
協
力
あ
り
い
か
と
う

J
ざ
い
ま
し
た
，

協
刈
者
名

（
臼
け
災
地
・
分
、
会
’叩

は
刷
J

側、

※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
柳
川
献
血
者
）

境
地
区
大
水
島
五
十
美
※
水
島
敬

太

宮
崎
地
区
公
山
川
八
秋
、
岩

崎
山
小
川
失

泊
地
区
会
刷
出
時
美
人
凶

脇
山
勝
昭
A
H
森
英

一
郎
会
下
川
久

首
公
竹
中
広
志
A
H
木
林
野
稔
A
H
魚
住

月
明
食
山
形
山
川
女
川
仲
脇
氏
紀

f
大

小
以
夫
払

f
会
川
卜
附

↑
AV

川
中

み
か
イ
※
州
市
路
イ
※
竹
内
禿
キ

※
館
美
智
代
※
内
山
正
※
荒
尾
隆

ポ
※
比
山
光
※
柚
木
村
上
ル
※
介
川

中
料
、
仰
山
れ
よ
し
｛
、
川
ト

U

…
坂
道
「
、

畑
い
い
義
、
丸
刊
…
佐
美
香
了
、
来
的
博

’
ー
さ
ん
に
つ
い
て

3
此
木
川
仰
が
刈

訣
と
な
リ
ま
し
た
汗
し
く
は
役

場
佐
川
氏
諜

（
宮
内
線
1
1

6
）
へ

間
い
介
わ
せ
を

農
振
除
外
申
請
は

3
月
日
日
ま
で
に

民
業
以
興
地
域
内
の
出
川
地
広

域
で
は
、
優
良
農
地
を
保
全
す
る

立
場
か
ら
開
発
が
肌
制
さ
れ
て
い

ま
すそ

の
た
め
、
農
地
を
毛
地
等
に

松
附
す
る
場
介
は
、

ボ
ル
川
に
農
業

以
附
、
也
比
〉
0
．、日也．
L
K
‘
〉
〉

J

t
J
b
グ

Z
J
J
μ
v
h
ヵ，

除
外
中
請
を
行
い
、
県
知
事
の
認

可
を
受
け
る
必
．
投
が
あ
リ
ま
す
ら

除
外
中
山
を
行
う
人
は
、

3
川

日
日
ま
て
に
除
外
申
請
書
を
役
場

(NTTからのお知らせ〉

朝日支店が閉店に

N T’l、朝日支J,i；を長らくよ

愛顧し、ただきあリがとうごさ’

いました。

当’j可業主.LJは． 、1－：成6年 2

月 lOH（~＼）をもちまして閉店さ

せていただくことにむりまし

た。

屯llliにi具jするおIi-I込み ・お

間イ？せなどは，｝，.j昏なしの「l

16番」で添ってお I）ます。ま

た，屯話料令のお立；払いは，

最翁： I）の銀行. i. 1m金庫， Jl！~

協，長｜；便局などでお取 I)扱い

をしております。詳し くは前

求特記載の 「料全お問合せ五

官民需：~·J へお訪ねください。

N TT•iVJ 円支店長

農
林
水
産
氷
山
主
水
政
係
に
提
山

し
て
く
だ
さ
い

〈
農
用
地
区
域
と
は
？
〉

ほ
場
松
山
怖
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

及
U
．1
小
中
あ
る
い
は
什
耐
の
あ

る
と
こ
ろ
で
す
二

巾
前
千
続
き
な
ど
却
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
役
場
以
林
水
能
訓

農
業
水
産
係
（
宮
内
線
2
1
4
）

へ
聞
い
介
わ
せ
を

3

お宅の煙突やガスの

配管は大丈夫ですか

町の工事発注状況 n 
一このコーナーは町が入札を行ったものを泌総しています一

<H5.12. 1～12.31> 

工 4:;;. 名 場所 !f.主b主•lt J会IJ 
官ri 業ー 者 担当採

県単土地改良主要1i1ii不業 6年
開

株式会社 炭林

小it－：池西宮Fi線終道tJi；阿改良工事
小泊品I!

3月
4,841,000 

篠 Fl:I 組 水産診~

文教ゾー ン繁｛ifij.:,J:·~業 6年 射：谷処a没J.：~ 企画i
公憾l土木工事 （その4) 

南｛記経
l月

18,849,000 首相 ー r~.1 ＂＇組i:
情報謀事共f•;J企業体
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楽
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J
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 －一山
「
J

1

v

’
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唱の

今月号の広報あさひと一緒に全世平等に

抽選券をお届け しま した。当日はその抽

選券を持参してくだ8い。（始選会は午後

4時30介から。ただし，抽選券の投函t;t

午後 3時カ、ら午後4時まで）

ニ
の
A
A
f

的
は
、
山
1
1

に
よ
勺
て
仰

突
や
カ
ス
の
配
符
な
ど
が
叫
如
し

や
す
く
な
り
ま
す
，

ニ
れ
ら
の
叫
山
～
は
、
山
火
及
び

ボ
イ
ラ
ー
の
一
小
光
然
燃
焼
に
よ
る

－
般
化
炭
索
中
百
、
ガ
ス
刷
れ
に

よ
る
爆
発
の
似
川
と
ら
リ
ま
す

い
ま
一
度
、
点
愉
し
ま
し
ょ
う
、

主計会合本州的※政川純〆寸※・川向

山志津ル※川よ英樹、小川み

はる、坂U洋紀、広旧賢一、

保川雄的、中一品閉校志美、小川

川・：、．1古筆、UKltL吟「3HH’AdソAlptaHAHAAr－d1Jht，，luk

上削名）

。ご寄付を
ありがとうございました

V神奈川県松山町の川本めつ

いさんから町政発展のために

loo－力削
V出山市の場土谷勉さんから

町の文化・休ぶけ似削剛一のために

引hur

V山水町の『「待作総さんから

あさひ総合病院の施設充災の

ために印刀刊

V名I川出ト山の九引いれ殺さんか

ら広報あさひのために刊万円

生活動需副頭指
1月 分 （毎月10同町1：刻従） U略?i：肉
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イ心
、
中
村
山
尚
了
、
大
村
千
川口
，l

氷
川凡
防
輔
、
山
中
淳

一
、品開…
沖
和

，ナ
、
中
山
節
子
、
森
君
江
、
米
出

作
、
平
坂
洋

f
、
石
川
怯
紅
、
州

政
店
、
竹
川
ト小
川
美
、
ボ
ー
似
U
べ
仇
去
、

山
開
通
代
、
水
品
政

f
、
水
品
あ

ゆ
み

五
箇
庄
地
区
会
浜
川
朗
人
河

合
沢
山
A
N
寺
町
内
昭
会
広
田
和
徳

食
松
台
売
犬
会
谷
口
万
一伯
※
篠
山

存
子
※
長
能
徹
夫
、
凶
村
元
成
、

沖
戸
健
太
郎
、
ιす
閉
恭
子
、
安
達

万
紀
子
、
犬
田
裕
子
、
南
茂
英
子
、

山
本
ひ
ろ
子
、
沢
い
作
一
千
s
、
山
一分んい川

矢

f

南
保
地
区
六
小
林
光
義
会

大
成
芳
一
郎
会
的
水
義
則
合
大
久

保
淳
食
堀
地
安
之
助
※
小
坂
点
丈

※
川
ト
誠

一
※
川
よ
美
知
川
代
、
勝

似
成
人
、
近
桜
美
保

f
、
J

凡
洲
附
’

f
、
水
弘
和
ぃ隊
、
松
原
平
山

山

能…
利
点
※
小
い
れ
心
品
川
※
久
保
川
山
内

子
※
日
附
相

f
※
七
山
政
時
、
山

本
光
夫
、
安
達
夫
季
、
十
日
市
茂
、

大
家
庄
地
区
会中川
・水

叩
心
人
会
沢
川
字
削
カ
トム
杉
村
技
交

山
井
J

ル
尖，
l
会
小
川
洋
道
会
威
か

*ii r 

あ
な
た
の

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（

E
m
1
0
5
7
4）

 

新
し
い
本

（
一
般
書）

少
々
お
む
つ
か
り
の
ご
様
子

竹
中
直
人

恋

愛

論

森

進

子

十
人
十
色

「
源
氏
」
は
お
も
し
ろ

い

制

一戸
内
寂
聴

マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ョ

l
タ
ン
物
語

ボ
ブ

・
グ
リ
ー
ン

日
本
を
ダ
メ
に
し
た
九
人
の
政
治

家

浜

川

幸

一

大
本
常
派
遣
の
記
者
た
ち松

本
市
一
一
市

山
本
政
於

百
木
寛
之

小
宅
哲
抜

わ
れ
け
円
本
人

風
の
旅
人
へ
の
手
紙

告
白
は
踊
る

（
小
説
）

一知
夜

高
橋

女
た
ち
の
忠
凶
級

E
H
nド
H
児

’

’
川
町
民
口

府
怠
ハ
〆
仁

念
上引

－什
J
外
出
γ
・可
恥

f,0i 
I包i青 群 fJI
:!J-i水よよ（子
安．邦うれ
火夫こ －（

風
鳥

恋
路
吟
行

花
紳

i也 1i]

1庄町
iE泣
太 木
店11n1; 

｛央
省；

一ニ
毛
揃
ホ
ー
ム
ズ
の

〈
不
業
〉

赤
川
次
郎

本
の
紹
介

『
み
や
あ
ら
く
も
ん
が

常
山
を
創
る
』

富
山
県
・
編

J

へい川
山
山
コ
ロ
ン
ブ
ス
計
画
と
は
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た
地
域
っ
く
り

を
目
指
し
て
山
怖
が
実
施
し
て
い
る

壮
大
な
実
験
の
こ
と
。
夜
な
べ
談

議
、
千
づ
く
り
ラ
ジ
オ
肱
送
川
、

川
以
外
追
社
主
ど
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
的

に
感
染
し
た
、
砂
み
や
あ
ら
く
も

ん
H

た
ち
の
活
動
記
鉱
の
第
二
押
念

。

お

知

ら

せ

2
川門
店

Hω
か
ら
目
白
川
ま
で
、

館
内
幣
慢
の
た
め
休
館
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

－
平
成
6
年
2
月
号

＠
di 

欲の熊鷹投裂けるー ー縫援が． 二日'fi1'l並んでいるイノンr：二11lrj/lでっかみかかうたカヘイノシシが在イiに逃げようとするのをはなさなかゥたの
で，般が裂けて死んだ主いう昔話から，欲が1来すぎるとそのためにわき”わいをtri＜二とになるというたとえ，

「朴とlj:加工していない木村のζと」良工！~人に示すに朴を以てせず…・・名工I！完成品でなければ自作を人に見せないとい j こと 。



－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
し
た
卜
二

日
二
十
二
日
、
新
川
高
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
が
小
川
川
体
育
所
を
訪
問

ー
し
土
品
i
し
れ
～
。

同
校
で
は

l
年
ほ
ど
的
か
ら
試

験
休
み
の
則
川
を
利
川
し
、
ょ
に

新
川
地
区
の
主
人
ホ
ー
ム
や
抱
祉

施
設
な
ど
を
訪
ね
る
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
出
劇
部
や
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
の
生
徒
な
ど
約
問
十
人
が

子
供
た
ち
と
楽
し
く
交
流
。
紙
芝

居
を
披
露
し
た
ほ
か
、

f
供
た
ち

の
指
仰
の
も
と
に
ク
リ
ス
マ
ス

メ

ロ
デ
ィ
ー
な
ど
も
ん
削
ド
今
心
の
辿

い人口

勺
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

っ
き
た
て
に
ニ
ッ
コ
リ

ー
有
機
苑
で
も
ち
つ
き
l

特
別
義
護
老
人
ホ
ー
ム

「有
磯

必
」
で

l
，
一月
二
十

一
一
日
、
恒
例

の
も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
所
・中
の
お
年
寄
リ
八
ト
人
が

見
守
る
中
、
．
応
援
に
訪
れ
た
保
育

所
の
子
供
た
ち
の
か
け
戸
で
魚
咋

町
長
、
大
平
町
議
会
議
長
ら
が
き

ね
を
娠
る
い
ま
し
た
。

背
な
が
ら
の
も
ち
つ
き
に
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
も
大
台
び
。

一
年

を
振
り
返
り
な
い
か
ら
、
っ
き
た
て

の
味
を
来
し
み
ま
し
た
。

あなたの回りの身近な話題を待っています（ft83-1100内線204）ヘ。

協~一
幕婦の伝うき ・ ~ll を鎖みあげたように ， きわめて不安定で危険な状態をいう 。

舞
台
裏
の
勉
強
会

｜
ス
テ
ー
ジ
マ
ン
養
成
講
座
｜

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
「
ア
ゼ

り
ア
」
で
一
月
十
日
か
ら
二
月
ニ

ト
ニ
臼
ま
で
、
七
回
の
コ

ー
ス
で

ス
テ
｜
シ
マ
ン
義
成
講
臨
が
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

講
座
は
、滋
ム
れ
や
制
…
明
、
音
響
設

備
の
操
作
を
中
心
に
出
出
技
術
を

い門
科
、
ホ
l
ル
の
サ
ブ
ス
タ

ヴ
フ
と

し
て
川
制
し
て
も
ら
・
7
め
が
ね
、り

い
咋
門
家
を
講
師
に
、
ニ
イ
代
か

ら
七
卜
代
ま
で
の
こ
ト
二
人
が
講
義

や
災
自
な
ど
を
通
じ
、
1

・
袋
方
学
」

を
学
ん
で
い
ま
す

u

入~；究室琳

今
年

↑
年
州
の
無
名
札
似
を
刷

勺

て

一
川
七
日
、
入
善
野
察
署
と
山
一
一

束
交
通
安
全
協
会
、
朝
日
町
交
通

対
策
協
議
会
の
特
さ
ん
約
一ニト
l

人

し
か
脇
チ
八
幡
山
川
で
交
通
安
全
祈
願

祭
を
行
い
ま
し
た
り

な
か
な
か
減
少
し
な
い
交
通
事

故
c

人
骨
密
叶
一
円
内
で
は
、
昨
年
は

↑
昨
年
に
比
べ
死
亡
事
故
が

↑
件
、

化
話
も
人
削
と
い
う
村
民
が
山

て
い
ま
す

今
年
、
｝
そ
は
悲
惨
な
交
通
予
此

が
ゼ
ロ

に
主
る
よ
、
ッ
に
、

ト
人
ひ

と
り
が
心
ト
か
け
た
い
も
の
で
す

舎年こ~事故例怠V年に
一一 交通安全祈願祭 一一

，： 

館
かー
ら 月
美 ｜鼻

科；i:Ii 
節目
f二
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一一 ふるさと美術館だよりr彩」を発刊 一一

美術の館に新た亀彩
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
芸
術
文
化
の
「
館
」
に
た
ゆ
ま

ず
綴
々
な
彩
り
を
重
ね
て
い
き
た

広報係では，

い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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Hけ
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
は
郷
土

ゆ
か
り
の
芸
術
の
紹
介
を
中
心
に
、

地
域
に
桜
ざ
し
た
的
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
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美
術
館
だ
よ
り
発
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彩；二三宅響と

そ
れ
を
さ
ら
に
推
し
進
め

る
た
め
の
新
た
な
第

一
歩
で
す
。

展
覧
会
や
催
し
物
の
案
内
、
美

術
館
の
話
題
な
ど
を
仰
仰
し
た
例

刊
号
は
、

B
－

Lm
版
、
凶
ペ
ー
ジ
で

虻
百
部
作
製
。
「
ふ
る
さ
と
美
術

航
友
の
会
」
会
は
や
県
内
の
美
術
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舵
な
ど
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れ
ま
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郎
（
朝
日
町
三
浦
町
出
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1
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正
2
年）

1
1
9
7
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年
（昭
和
制
年
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ほ
っ
そ
り
と
引
き
締
ま
っ
た
両
腕
を
そ
っ

と
屯
ね
、
す
ら
り
と
し
た
左
起
を

一
歩
前
に

ポ
ー
ズ
を
と
る
。
辿
く
の
海
鳴
り
に
、
ふ
と

日
を
傾
け
る
が
ご
と
く
に
、
脆
は
附
く
閉
じ

ら
れ
て
い
る
。

少

K
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成
人
ル
弘
社
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が
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~~＝~あさひの靭⑪

初iH町で今年 「成人式」を

迎えた人は，男性123人．女性

147人の合わせて270人。

新たに大人の仲間人りを し

た111'1れの門出をMlって lJ J 15 

LI' コミュニティホール 「ア

ゼ リア，で成人式がfj・われま

した。

とさおり小雪が散らついた

とはいえ，すがすがしい・：viを

迎えたこの1:1，会場には華や

かな振りそでや必新しいスー

ツに身を包んだ新成人が続々

と集介。あI＼くひとみで肢かな

式典に｜臨みました。

普いも新たに

20歳に輝く

い
ぷ
成
熟
な
肉
体
の
小
に
絡
め
ら
れ
た
’
K
性

の
、
ま
ば
ゆ

い
美
し
さ
を
示
現
し
て
い
る
と

同
時
に
、
均
特
の
と
れ
た
身
体
に
は
、
豊
か

な
時
代
に
育
ま
れ
た
の
び
や
か
な
女
性
像
、

現
代
性
も
強
く
感
じ
と
れ
る
。

彫
刻
家
財
山
g

・
ニ
太
郎
は
、
削

u町
二
浦
町

に
生
ま
れ
る
。
父
は
左
宵
輸
入
。
計
き
三
太

郎
は
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
の
彫
刻
家
へ
の
夢
を

捨
て
が
た
く
、
高
岡
工
芸
学
校
彬
刻
科
に
入

学
。
同
校
を
卒
業
す
る
が
、
家
業
の
左
官
級

人
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
本
格
的
に
制
作
を

始
め
る
の
が
、
五
十
代
に
な
っ
て
か
ら
。．
九

十
九
哉
の
と
き

「
秋
」
が
日
展
に
初
入
選
。

そ
の
後
五
回
入
選
す
る
が
、
こ
の
作
品

（第

十
四
日
挺
）
が
枇
後
の
出
品
作
と
な
る
。

計
い
と
き
に
抱
い
た
よ
を
胸
の
輿
に
秘
め
、

巡
く
し
て
咲
か
せ
た
大
輸
の
花
、
円
以
…
の
域

に
述
し
た
ば
か
り
の
六
十
五
歳
の
死
で
あ
っ

’μ
 常

設
展
「
あ
さ
ひ
の
美
術
」
開
催
中

3
月
U
日
間
ま
で
（
火
曜
休
館
）

一
般

2
0
0円
小
中
高
生

1
0
0円

、：：，,<;,, '.'<.v, 

v
↑
川
十
・
れ
目
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
l
ル

「ア
ゼ
リ
ア
」
で
『
山
治
活

裁
判

・
朝
日
を
裁
く
』
と
銘
打

っ

た
少
々
過
激
的
な
孫
語
劇
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

V
主
催
し
た
の
は
、
町
の
去
術
文

化
活
動
の
仕
掛
人
集
同

「
え
ん
ど

れ
す
朝
日
」
。
裁
判
は
町
を
被
告

に
み
た
て
、
裁
判
長
や
弁
護
人
、

般
いや
に
ふ
ん
し
た
落
語
家
が
「
人

口
問
題
」
「
娯
楽

・
文
化
施
設
L

「
也
前
邸
境
」
の
三
点
に
つ
い
て

起
訴
が
実
に
基
づ
い
て
審
議
。
そ

の
後
、
陪
審
員
役
の
観
客
一
人
ひ

と
り
の
投
薬
に
よ
っ
て
計
決
す
る

と
い
う
筋
書
き
で
す
。

V
笑
い
の
中
で
あ
れ
、
町
を
裁
く

と
い
う
企
画
は
行
政
サ
イ
ド
か
ら

は
出
に
く
い
発
想
。
そ
れ
だ
け
に

こ
の
裁
判
は

「
町
民
総
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
改
め
て
提
起
し
た

企
画
と
J
U
－－d
え
る
で
し
ょ
う

V
さ
て
、
気
に
な
る
結
果
は
、

h

伺

効
投
京

一
五
間
以
の
う
ち
「
・無
罪
」

が
一
．
U
州
市
、
「ト
例
以
」
が
問

一
一生、

「
A
－－J
U内，

r寸
量

．1
・・－

a
f
f
j
寸
｛
昔
、
，f
川列
」

カ
．

京

l
i－
町
の
今
後
に
矧
待
仰
す

る
愛
の
哉
さ
と
な
り
ま
し
た

d

)l.t 1iiJ H比世帯数 5.172 (-4) ( 17 .682(- 5) 言｜l) 女 9.420（一〔町の人口〕男 8.262(-4) 


